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2021年度はコロナ禍の影響で、十分な連盟活動が行えないまま衆議院議員選挙を迎えた。第49回衆議院議員

選挙における日本作業療法士連盟の基本姿勢は、この時点で政権与党が組織化している「リハビリテーション議

員連盟」に所属している議員たちで、日本作業療法士協会及び日本作業療法士連盟の政策協定に賛同が得られた

議員たちに対し、積極的に推薦状を出し、応援を行った。推薦状を出し、応援した政権与党議員の方々（穂坂

泰氏、橋本岳氏、加藤勝信氏）は当選した。

さて、日本作業療法士連盟は「国政に議員を送ろう」というスローガンから、身近な地方行政に目を向け、都

道府県及び区市町村議員とのより密接な関り、リハビリテーションに関わる地域資源との関わりを大切な活動と

位置づけつつある。勿論これまで通り、国政に携わる国会議員たちとの交流を通して、作業療法士の有用性を伝

えることは続けるが、それ以上に地方行政へのより強い関り、願わくば、議員としての作業療法士の参画を目指

したい。

日本作業療法士協会は作業療法士の配置を5・5計画に基づき、広域圏の医療機関から、より日常の生活がク

ローズアップされる住み慣れた地域の介護や福祉機関によるサービスへの配置を推し進めている。しかしながら、

作業療法士たちは地域の様々な場に勤務しながら、地域資源同士の連携機能が未だ十分でなく、作業療法士が提

供するサービスの内容も、利用者個人や家族との関係に留まっていることが多い。

病や障害を有しながらの利用者のこれからの生活に、次のステップのoccupationを利用者や家族と共に考える

のが作業療法士の仕事でもある。そのためには利用者が暮らす地域資源をよく知っておく必要があるし、地域行

政の特色も理解しておく必要がある。住み慣れた地域を、より住み易くするためにも作業療法士は、地域で働き、

地域資源や地域行政に目を向けよう。

日本作業療法士連盟会長 杉原素子

今年度もコロナに翻弄された1年であった。年末に感染者数が減り光が見えたように思われたが、新しい変異株

が世界に広がっており油断はできない。

日本作業療法学会が昨年に続きWEB開催となり、例年、会場での２桁の会員獲得は大きかったが、今は会員獲得

がままならず、900名に届いていない。

10月に衆議院議員選挙があり、与党が安定多数を確保、OT資格のある衆議院議員は厳しい政治の世界で連投なら

ずであった。

そんな中、明るいニュースはOT協会推薦で、春に寺山久美子相談役が、秋には杉原素子会長が旭日小授章を受賞

されたことである。長年の活動が認められ大変喜ばしいことである。

作業療法は障がい児・障がい者や高齢者の生活を支援する重要な職種であり、生活は政治と結びついている。多

くのOTが政治への関心と関りを持ち、活動していくことが求められる。

総会 ： 昨年に引き続き書面決議になります。

役員会・ブロック幹事会： 2022年3月13日(日) 11:00～ WEB開催

研修会 ： 2022年3月13日(日) 13:00～14：30 WEB開催「OTの可能性を考える」（仮題）



2021年 活動報告

第55回 日本作業療法学会

今年も昨年同様WEBでの開催となりました。

日本作業療法士連盟は、出展企業枠で参加しました。

2022年こそは実際に皆様にお目に掛かり交歓したいと思います。

第31回 東北作業療法学会 in岩手

WEB開催のため、バナー広告を掲出しました。 （岩手県平栗責任者）

第20回 東海北陸作業療法学会

現地+オンデマンドでのハイブリット開催となりました。

連盟ブースを設置しました。 （富山県渡邊責任者）



関係省庁との連携

<日本の福祉を考える会> 代表-衛藤晟一衆議院議員

2021年06月29日開催第39回、

2021年11月25日開催第40回

<理学療法の未来を語る会> 日本理学療法士連盟主催

2021年12月18日開催

議員への働き掛け

梅村聡参議院議員；

2021年3月25日開催「医療政策勉強会」

小川かつみ衆議院議員；

2021年04月21日開催「衆議院議員小川かつみ君の更なる飛躍を期する会」

塩崎泰久衆議院議員；

2021年10月01日開催「塩崎泰久と明日を語る会」

田野瀬太道衆議院議員；

2021年11月20日開催「関西政経フォーラム2021」

橋本がく衆議院議員；

2021年12月01日開催「橋本がく前進の集い」

ほさかやすし衆議院議員；

2021年12月21日開催「ほさかやすし君を育てる会 東京政経セミナー」

連盟活動一覧
03月15日 日本作業療法士連盟 定期総会メール審議

09月10日～10月17日 第55回日本作業療法学会（ライブ配信は9月10～11日まで)

07月01日～25日 第31回東北作業療法学会

12月12日 第20回東海北陸作業療法学会 （オンデマンド配信は2022年1月12日まで）

お知らせ
寺山相談役が「旭日小綬章」を受章しました

「旭日小綬章」受章の辞 ～後輩OTへの激励を込めて

大阪河﨑リハビリテーション大学 副学長 寺山 久美子

日本作業療法士協会は、令和3年春の叙勲受章候補者として私寺山久美子を推薦し、

「OT協会初の作業療法士の叙勲受章者」を出しました。OT協会としても寺山自身と

しても、本体験は初めてであり、「臨床23年、教育研究35年のリハビリテーション

活動」を継続してこられたのも、関係各位のおかげと深く感謝しております。

因みに、私は1966年の日本作業療法士協会創立後3年目から協会活動を継続的に行い、第3代協会長を

経て名誉会員として、またその後大阪府士会名誉会員として今日に至っております。

この度はまた関本府士会長よりの依頼があり、大阪府士会名誉会員の立場から、後に続く会員の皆さんへ

の激励を込めて、叙勲受章の辞を改めて述べさせていただきます。

叙勲の件ですが、令和3年春の叙勲受章者は4253名（女性は428名で10.3％）、厚生労働省関連では476名、

うち寺山が対象となった「旭日小綬章」は10名でした。「国家又は公共に対し功労のある者で、功績の内

容に着目し、顕著な功績を挙げた方」（私の場合は保健衛生部門）が該当するそうです。

ところで、日本の作業療法の世界は「新しい時代」に入っています。中村春基日本作業療法士協会（OT協

会）会長と先日インタビューをさせていただく機会があったのですが、そこで会長が強調されたように、

日本作業療法士協会は、「ひとは作業をすることで元気になれる」、「作業とはひとの生活行為のことで

ある」とし、「作業療法は、こうした生活行為が出来るように支援をする」として、支援のための多職種

連携チーム共通のツール「生活行為マネジメント評価法＝MTDLP」を開発しました。OTの皆さんの責任は

益々重大です。臨床・教育・研究等に関わるOT達は、国民の元気を作業を通して責任を持って保証できま

すか？

頑張りましょう!!

〈一般社団法人 大阪府作業療法士会ニュース 2021年11月号より転載〉



杉原会長が「旭日小綬章」を受章しました

杉原会長「旭日小綬章」受章おめでとうございます‼

日本作業療法士連盟の杉原素子会長が令和３年秋の叙勲「旭日小綬章」を

受章されました。

春に寺山久美子連盟相談役が同章受章され、それに続く快挙です。

おめでとうございます。

10年前まで第４代日本作業療法士協会長を永年務められ、その功績が

認められました。

現在は国際医療福祉大学大学院 教授として学生を指導する傍ら、日本作業療法士連盟会長とし

て政治活動を通じて、作業療法の社会的地位確立と啓もうに尽力されております。

比留間福会長が2021年度名誉会員表彰されました

今年5月29日に行われた2021年度定時社員総会にて、比留間ちづ子氏

（会員番号800）を名誉会員とし、その功績を称えて表彰することが

承認された。

「名誉会員に関する規程」によれば、名誉会員の選考対象となるのは、

通算40年以上正会員として作業療法業務に携わり、本会役員を10年以上

務めた原則70歳以上の会員である。今回受賞した比留間氏は約18年間

（1989～2007年）にわたって本会の常務理事を務め、財務部長、渉外部長を歴任したほか、教

育部、規約委員会、企画調整委員会、保険対策委員会、精神保健法対策委員会などの活動に従

事、本会の屋台骨を支えるとともに作業療法士の社会的地位の向上に著しい貢献を果たした。

作業療法業務においては、東京女子医科大学病院リハビリテーション部に36年間勤務し、臨床

の実績を積むとともに多くの後進を育てた。また、2007年には若年認知症社会参加支援セン

タージョイントを創設し、本邦初の若年性認知症の就労型社会参加事業を推進してきた。その

他、日本作業療法士連盟副会長、日本障害者協会理事、日本病院・地域精神医学会理事などを

歴任し、他組織においても作業療法の普及振興に指導的な役割を果たしてきた。

今年度、COVID－19感染拡大の影響により表彰式典が開催できなかったため、9月14日に本会

事務局にお招きし、会長から改めて感謝と栄誉を称える言葉が述べられ、賞状と記念品が手渡

された。

〈一般社団法人 日本作業療法士協会誌 2021年12月号より転載〉

お知らせ



事務局からのお知らせ

★ 御寄附への御礼とお願い

昨年度も年会費を据置いた一方、各議員との意見交換や交流を図り連盟の活動に注力して

参りましたが、財政的には引き続き厳しい状況に直面して居ります。

この様な状況を御賢察頂き以下の方々から御寄附を頂き、何とか運営する事が出来ました。

この場を借りまして厚く御礼申し上げます。

茨城県；石橋美絵様、千葉県；柏木哲夫様、大阪府；外江厚子様、

富山県；渡邊雅行様、奈良県；出田 めぐみ様

又、当連盟の趣旨にご賛同頂ける方々から引き続き御寄附を受付けて居ります。

金額の設定等はございませんので、ご都合に応じて1万円・3万円・5万円等々前向きに

ご検討頂ければ幸甚です。

詳細に就きましては連盟ホームページ http://www.ot-renmei.jp/ 第一画面下方に有ります

バナー日本作業療法士連盟への寄付のお願いをクリックしてご覧下さい。

★ 2018年1月1日以降会員カード・シールの発行が廃止されています。

会費払込のご確認は、銀行通帳上の明細・ゆうちょ銀行払込取扱票控え等にてご確認下さい。

又は、下記に記載の連盟事務局へメールにてお問い合わせ下さい。

★ 2022年1月1日を以て会員資格が更新されていますので、年会費自動引落の申込みをされていない会員の

方は、以下のいずれかの方法でお支払い下さい。

尚、年会費（正会員：2,000円、賛助会員1口3,000円以上）をお振込の際は、お手数ですが連盟会員番号と

御登録 いただいている個人名を必ずご記載下さい。

( 例：99999－R ﾚﾝﾒｲ ﾀﾛｳ / 99999は協会会員番号と同じです。)

1．郵便払込→専用の払込取扱票にて振込

専用の払込取扱票をご希望の方は、メールアドレス info@ot-renmei.jp へご連絡下さい。

2．銀行振込

①ゆうちょ銀行

ゆうちょ窓口からお振込の場合・・・・口座記号・番号00960-3-180690

他金融機関窓口からお振込の場合・・・099店当座 0180690口座名義人／日本作業療法士連盟

②三井住友銀行

藤井寺支店 普通 No．3826388 口座名義人／日本作業療法士連盟 会計責任者 ヒルマチヅコ

自動引落をお申込み済の方の2022年度年会費の自動引落しは1月27日に行われましたので、お届けの

口座をご確認下さい。 通帳印字は下記の通り表示されております。

CSS（OTレンメイ カイヒ） もしくは シーエスエス（OＴレンメイ カイヒ）

字数の関係上、後半部分が省略され文字切れとなる場合がございますが、悪しからずご了承ください。

年会費の自動引落をご希望の方は、下記に記載の連盟事務局へメールにてご連絡下さい。

必要書類をお届け致します。

★ ご不明な点・お問い合わせは連盟事務局 メールアドレス info@ot-renmei.jp へどうぞ

★ 2022年度 総会開催案内

新型コロナウィルス感染拡大防止の為、昨年同様書面決議となりました。

詳細は、同封の「2022年度日本作業療法士連盟総会のご案内」をご覧の上、

2月25日必着にて同封の「議決権行使書、及び、委任状ハガキ」をご返送下さい。

★ 2022年度 研修会開催案内

WEBに開催致しますので、皆様ぜひご参加ください。

2022年3月13日（日）13：00～14：30 「OTの可能性を考える」（仮題）

ご参加方法等詳細は同封されております「研修会開催のご案内」をご覧ください。

★ 事務局スタッフが五十嵐栄美子から佐野美恵子に変更になりました。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。




